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公安委員会定例会議(第６回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和３年３月３日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後５時00分 

 

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、警務部長、首席監察官、交通部長、警察学校長、 

情報通信部長、総務課長、生活安全企画課長、 

組織犯罪対策課長、公安課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 渡部委員説示 

   沈丁花の香りが漂う季節となりました。この時期は、卒業式やお別れ会

があり、若干の寂しさを感じることもありますが、皆さんの次のステップ

でのご活躍を祈念しエールを送りたいと思います。 

   先日、ニュースでアンガーマネジメントの特集をしていました。これは、

人間誰しもが持つ怒りの感情と上手に付き合う方法であり、1970年代にア

メリカで提唱されたとのことです。 

   怒りとは、自分を守るために出る感情であり、悔しさやおそれ、いらだ

ちなどといった感情が複雑に絡み合い、自分が耐えられる枠を超過した時

に表見するものですが、これらの感情を外に出さなければ、メンタル面で

不調をきたす場合もあるようです。ただ、感情の出し方次第では、パワハ

ラとなったり、信用を失ったりすることにつながりかねません。 

   また、怒りを抑える方法については、①イライラした時には６秒間我慢

すること、②不必要な「…すべき」というこだわりを手放すこと、③仕方

のないことは割り切って忘れることの３点が有効です。 

   異動等となり、新たな環境の下、様々なストレスに直面し、怒りの感情

を覚えることもあろうかと思いますが、上手くコントロールしていただき

たいと思います。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和３年第５回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 愛媛県警察本部組織規則等の改正 
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    警務部から、愛媛県警察本部組織規則等の改正について伺いがあり了

承した。 

  ⑶ 令和３年度組織別定数の策定 

    警務部から、令和３年度組織別定数の策定について伺いがあり了承し

た。 

  ⑷ 緊急通行車両等及び規制除外車両の事前届出・確認手続等運用要領の

制定 

    交通部から、緊急通行車両等及び規制除外車両の事前届出・確認手続

等運用要領の制定について伺いがあり了承した。 

 

３ 報告事項 

  ⑴ 令和２年情報公開・個人情報開示の請求状況 

    総務課長から、令和２年情報公開・個人情報開示の請求状況について

報告があった。 

  ⑵ 令和３年度警察官の採用募集活動 

    警務部長から、令和３年度警察官（大学卒）の採用募集活動について

報告があった。 

    委員から、「警察の業務等について、受験者がイメージできるような

広報等に努めていただきたい」との発言があった。 

  ⑶ 「番町地区みかじめ料等縁切同盟」結成式の開催 

    組織犯罪対策課長から、「番町地区みかじめ料等縁切同盟」結成式の

開催について報告があった。 

    委員から、「暴力団排除に向け、様々な機会を活用していただきたい」

との発言があった。 

    委員から、「不当な要求を断りやすい環境の整備について、引き続き

進めていただきたい」との発言があった。 

  ⑷ 令和２年中の交通機動隊の活動状況 

    交通部長から、令和２年中の交通機動隊の活動状況について報告があ

った。 

    委員から、「取締りにあたる白バイやパトカーが交通事故を起こさな

いよう十分に注意されたい」との発言があった。 

    委員から、「白バイの“見せる活動”などにより交通事故発生件数の

低減等を図っていただきたい」との発言があった。 

  ⑸ 愛媛県遊技業協同組合との災害等発生時における施設利用等に関する
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協定の締結 

    公安課長から、愛媛県遊技業協同組合との災害等発生時における施設

利用等に関する協定の締結について報告があった。 

    委員から、「災害等への備えを万全としていただきたい」との発言が

あった。 

  ⑹ 人事案件 

    警務部長から、人事案件に関する報告があった。 

  ⑺ 損害賠償事案の知事専決処分 

    首席監察官から、損害賠償事案の知事専決処分について報告があった。 

  ⑻ 会計検査院による会計実地検査の実施予定 

    警務部から、会計検査院による会計実地検査の実施予定について報告

があった。 

 

４ その他 

本部長から、「委員説示のとおり、アンガーマネジメントは重要と考え

ている。パワハラ等の絶無に向け、職員に意識の浸透を図っていきたい」

との発言があった。 

            以 上 


